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発信から受信へ ～ 青少年とのつながりで孤独をなくそう

全日本青少年育成アドバイザー連合会

会長 峠 テル子

皆様いかがお過ごしでしょうか。２０２０年３月から今日まで、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止の観点で従来どおり集まっての青少年育成活動は難しく

なりました。しかし、そうした中でも会員の皆様には、工夫して活動を続けていただ

いておりますことを感謝申し上げます。

今回は、青少年の孤独への対応、一般社団法人化に向けた取り組み、SDGｓについて「発信から受

信」を軸に述べたいと思います。

私たち青少年育成アドバイザーは、青少年に対して何かを伝え理解してもらい健全な育成をとの

思いで活動を進めていますが、一方で、青少年が抱えている悩みや考えを聞く場を持っているかと

いうことも考えなくてはなりません。今、本来の青少年育成の原点である家庭は、年々、核家族化、

共働き、ひとり親家庭世帯の増加によって親自体が家庭にいる時間が少なく、必然的に青少年が聞

いてもらいたいことを十分に受け止める人も時間も少なくなっています。そこで、自分の悩みを聞

いてもらいたいと長時間のＳＮＳを使っている姿を見受けられますがこの現象は使い方を間違える

と犯罪や良からぬことに巻き込まれる恐れもあります。

国も「孤独担当大臣」という機関を設置したように、いかに孤独をなくするかに本格的に取組

み始めました。アド連も青少年の孤独をなくするために、「みんなで集まる場を作る」そして、聞

く場を持つことも重要になってくると思います。具体的には、電話、メール、チャットの非接触型

のホットラインの開設や直接、気軽に相談に来られる場つくりなどです。

昨年から、全日本青少年育成アドバイザ一連合会は、山本顧問を中心に「一般社団法人化への検

討」をする前に、各理事を中心にアンケート調査を始めました。 一般社団法人化については、概

ね賛同は頂いておりますが、まだ十分な結論が出ておりません。一方で、結論ありきではなく全会

員の皆様の活動実態を把握（受信）して、今後の方向性を明確にするために「実態調査2021」を

実施しました。令和3年の総会にはその分析結果を全会員のお手元に届けられる予定です。全国の

アドバイザーの皆様の青少年育成活動を細かく分析しておりますので、ご参考にして頂ければ幸い

です。今後も皆様の声を受信して「実態調査報告書2021」も参考にして、「一般社団法人化」に

向け焦らず一歩々、前進して行ければと思います。



国立オリンピック記念青少年総合センターにて

第４回 理事会・専門委員会開催
開催日時令和3年2月20日～21日

会長挨拶
コロナ感染拡大防止のため緊急事態宣言が発令されているなか、萩原顧問を

はじめ理事会・専門委員会にご参加いただきありがとうございます。
理事の大半の方から委任状を頂いていますが、zo-muなどを取り入れて1

人でも多くの方に参加いただけるよう事務局にお願いしていますので、審議よ

ろしくお願い致します。

最後に、時代は「SDGｓ」だなーと感じたこんなことがありました。
地域での出来事です。私の前を歩いている小学校５，６年の見知らぬ男の子が
道路に落ちている紙くずを拾ってゴミステーションへ持っていくのを見た私は
「ＳＤＧｓ！」と声がけをしました。これを聞いた男の子は、暫くまじめな顔
になり、それから弾けるような笑顔になったのを見て、この男の子は「ＳＤＧ
ｓを知っている。これがSDGｓだ！」と今わかったのだ、と私は気付きまし
た。その後、この男の子は、私の姿を見つけると「ＳＤＧｓのおばちゃん！」
と笑顔で声を掛けてくれます。私は地域でこの子どもたちとの出会いがとても
楽しいです。
地域社会が生き生き活性化するために、会員同士で「SDGｓの勉強会を開催
することも必要！」との強い思いが湧き上がってきました。今までの発信型の
コミュニケーションから地元の子供たちの声を聴く受信型のコミニケション創
りです。
全日本青少年育成アドバイザー連合会の運動「子どもが伸びるチャンスを生か
す運動」「ありがとう一日100回運動」「地域の子どもは地域で育てる」など、
これまで私たちは実践してきました。今こそ誰でも出来るこれらの挨拶、声が
けをこのコロナ禍の中で、もっと積極的に実践して参りましょう。



理事会
令和3年度～令和4年度理事会役員・理事改正案
〇 北海道・東北ブロック
【会長】北海道 磯見秀喜【副会長】岩手県 平井ふみ子 宮城県 後藤道子

〇 関東・甲信越ブロック
【会長】埼玉県 山崎政和【副会長】千葉県 伊東幹雄 栃木県 小林勇治

〇 北陸・中部・東海ブロック
【会長】愛知県 峠テル子【副会長】富山県 浅岡弘彦 岐阜県 堀 要

〇 近畿ブロック
【会長】和歌山県 前 晴夫【副会長】滋賀県 松田正己 京都府 吉田穂積

〇 中国・四国ブロック
【会長】 香川県 香川 勝【副会長】広島県 内山幸光 高知県 水田勝隆

〇 専門委員会の設置
〇 認定審査委員会
〇 後継者養成委員会
〇 法人化・組織対策委員会
〇 広報委員会

を設置することとなりました。

後継者養成専門委員会

〇 令和2年度後期通信入門講座受講者について
※ 20名の受講者の応募があり、19名が入金済。16名からレポートの提出を

受けている。
※ 次回の認定審査委員会で審議を依頼する
※ 令和３年度通信入門講座

前期 30名 後期 30名 合計 60名
の受講者募集を予定したいますので受講者の募集をお願い致します。

〇 令和3年度青少年育成アドバイザー養成講習会の開催（案）
※ 実施期日 令和4年2月18日（金）～20日（日）２泊３日
※ 会場国立オリンピック記念青少年総合センター
※ 研修日程と内容

令和３年度募集要領参照



法人化・組織対策委員会
〇 ２５都道府県アド会会員６３６名に活動実態調査票を郵送し、２月

１０日〆で回答者は３６６名・回答率57.7％でした。
ブロック別は、下記の通り
北海道・東北ブロック回答率 83.1％ (49/54)
関東・甲信越ブロック回収率 10.6％ (45/157)
北陸・中部・東海ブロック回収率 43.2％ (96/151)
近畿ブロック 70.9％ (39/56)
中国・四国ブロック 59％ (131/233)

※ 調査にご協力いただきました会員の皆様ご協力ありがとうございました。
「地域の青少年のために実践されているアドバイザーの育成支援活動につい
ての実態調査 調査報告書２０２１」を会員に配布する準備していますので
暫くお待ちください。

〇 一般社団法人に向けた検討案について
※ 山本副委員長が、アンケート調査して提案された報告書については、

回答者のご意見であることから、今後の資料として今後活用致します。
※ 峠委員長から提案された３ケ年計画で検討する「一般社団法人化計画

案」について審議し承認されたことから、基本計画に基づき検討する
こととになりました。

広報委員会
アド連だよりの発行について

〇 令和３年４月末までに第25号を発行予定で準備しています。
〇 コロナ禍の現状で活動ができていないことから原稿収集に苦労

しているので、都道府県アド会が発行している広報紙から引用
してはどうか。

〇 広報紙引用も含め原稿は、４００文字以内で写真添付を依頼する。



イ

第25回全日本青少年育成アドバイザー連合会
総会・研究集会開催のご案内

〇 開催日時 令和3年6月13日(日)13時～翌14日(月)12時
〇 開催場所 国立オリンピック記念青少年総合センター（センター

棟401号室）
〇 主催 全日本青少年育成アドバイザー連合会

主管 青少年育成アドバイザー 関東・甲信越ブロック
〇 参加費 15,000円
〇 参加申込

※ 総会は、コロナ禍の現社会状況を鑑みて各県の参加者を
２名以内に調整する
但し、全アド連会長・副会長・理事と各委員会委員長・事務局
長はその数に含まない

※ 参加申込は、各県でまとめて別紙参加申込書で申込をする
※ 参加費は、一括して申込時に振込むこと
※ 申込・振込期限、2021年5月8日（土）厳守
※ 振込先 みずほ銀行（銀行コード 0001）

向ヶ丘支店(支店コード 540) 普通預金
口座番号：1397320
口座名義：ハイジマ ユミ（関東・甲信越ブロック会計口座）

会場 国立オリンピック記念青少年総合センター



SDGsは、「Sustainable Development 
Goals（持続可能な開発目標）」のことよ。
SDGsと書いて、「エス・ディー・ジー
ズ」と読むの。

噛み砕いて説明すると、「世界にある課題
を、世界で解決するための目標」といった
ところかしらね。

SDGsは2015年に採択されたわ。当初はほ
とんど注目されていなくて、地味な感じで
やってたの。でも、事件が起きるのよ
。

【ダボス会議という事件】



【編集後記】

コロナ禍の影響で都道府県アド会の活動や事業が自粛ムードとなり、原稿が
少なく編集に苦労しています。皆様が活動されている事例がありましたら事
務局まで投稿をお願い致します。
アンケート調査のご協力いただきありがとうございました。
現在 萩原顧問にお願い致しまして報告書ができあがりました。ゲラ刷り

ができ印刷の段階であります。総会までに皆様のお手元に届けることができ
るよう準備しています。 宮後弘滿拝

広島県アド会の活動
福山ミニテニス協会主催の第10回小
学生交流大会及び第7回ファミリー
交流大会、初心者大会に参加して、
バルーンを提供すると共に広島県ア
ド協をPRしました。

令和3年3月28日（日）
参加者：選手27名、役員13名、応
援者10名 合計50名


